
櫛
論
調

…叢

相

続

税

の
脛

濟

政

策

観

・

階

級

に
就

い
て

・
:

:

・
:

:

・

債

値

の
類

型

と

個

性

・
・
:

・
…

算

勘

肚
會

改
造
哲

學
及
び
連
帯
思

想

・

本
邦

自
殺

の
男

女
別

:

:

・
・
:

・

時

外
調

税
法

の
新

改
正
を
論
ず

・
:

…

遜
明

と
国

力

・
・

一説

苑

水

戸

烈
公

の
穀

物

政

策

、
・

中

世

末
期

に
於
げ
ろ
村

落

の
結

合

を
論

ず

・

雑

{錬

炭

鑛
勢

働
者

の
生
計

・
…

:

・

簡

易

李

均

法

に

就

い

て
:

・
:

・
・

●
.
法
學
博
士

.
文

學
博
士

.
渋

墨

士

.
夾
撃
博
士

.
法
學
構
士

財 米 恒 高 棘

耀 藤田戸
静 太 保 正

治 郎 赤 馬 雄

・
注
學
博
士

小

川

郷

太

郎

…

:

法
學
博
士

山

本

美

越

乃

.

:

法

學

土

本
庄

榮
治

郎

牧
野
信

之
助

.
法
華
博
士

河

田

嗣

郎

:

経
済
學
士

岡

崎

文

規



経

癬

論

叢

鱈
夘
十

⊥ハ
巻

蜻夘
五
號

(踊
巻
第
九
十
五
號
)

大
正
十
二
年
五
月
獲
行

訊
言励

叢

相

続

税

の
経

済

政
策

観

幽

戸

正

雄

糟
言

〔本
研
究
の
口
的
)

・

ラ

ラ

ナ

ラ

第

H
段

相
続
税
の
縄
濟
上

の
長
短
ざ
其
辯
難

(
一
相
籔
税
の
短
所
`
其
辯
難
A
財
産
一兀
本
侵
蝕

の
可
能

い
非
難
ろ
辯
護
b
蕾
利
資
本
縮
小
.置
て

,、

　

ラ

ラ

ラ

ナ

利
生
活
礪
迫
の
可
能
C
勤
勉
一即
約
抑
制

の
可
能

い
非
難
ろ
辯
護
D
資

本
圃
外
罐
逐
の
可
能
二
相
縦
視
の
長
所
,△
努
ヵ

不
抑
制
13
.営
業
不
干
渉
).

(

(

ラ

ナ

タ

第
二
段

相
続
礎

の
橇
出旭
に
於
げ

ろ
経
済
政
策

上
の
考
慮

(
「
其
消
極
的
考
慮

二
其
積
極
的
考
慮
A
特
種
課
税
方
法
B
其
重
要

い
其

長
所
ろ
其

燈
.斯

く

〔
.

〈
.

(

(

(

ラ

ラ

タ

ラ

ご
辯
護
五
社
倉
「政
策
上
2
給
付
能
力
上

5
家
族
制
度
上
生
課
税
技
術
上
)

(

(

(

(

結
論
(全
文
要
旨
)

緒

言

財
産
税
が
古
き
時
代
の
産
物
で
め

つ
て
、
而

が
も
今
の
新
し
き
時
代
に
適
切
な
る
枇
で
も
あ
る
。
私
は
色

々
の

見
地
か
ら
我
国
の
實
際
に
も
之
が
採
用
を
働
む
る
所
で
あ
る
が
、
實
際
界
は
容
易
に
之
を
受
入
れ
す
、
其
望
み
の

論

叢

相
緬
枕
の
縄
濟
政
策
親

第
+
六
巻
.
(第
五
號

こ

七
三
三

、

唱



論

叢

相
績
税
の
輕
濟
政
策
凱
.

第
†
六
巻

(第
五
號

二
)

七
三
四

甚

だ
少

き
を
見

る
に
於

い
て
、
私

は
今
は
既
存

視
の
中

に

っ
炉
て
相
綾

税
を

取

-一
出

し
、
之
が
改

造
に
よ

つ
.て
時

代

の
要
求

に
適
は

し
む

る
の
切
要

な

る
を
認
む

る

、
そ
し
て
此

際
之

に

つ
き
て
の
人

の
注
意
を
喚

起
す

る
の
急

な

る
を
認

む
る
。
倦

て
此
相
綾

税
が

一
の
租

碗
・し
し
て

.
給
付
能
力
槻

よ
り
し
て
支
持

さ
れ
得

る
こ

ご
は

い
ふ
を

待

た
ず

ε
し
て
、
此

が
其
の
外

に
、
文
責
際

に
ば
其
以

上

に
も
特

に
肚
曾

政
策

上

の
見
地

か
ら
高

調

せ
ら
れ

て
居

る

(註

こ
。
所
謂
時
代

の
要
求

に
適

ふ
た
枕

ご
認

め
ら
れ

、
此

に
於

て
時

代
裟
求

に
適

す
る
如

く

に
改
越
を
行

は
う

こ

い
ふ
の
は

.
之
を
以

て
肚

曾
政
策
的

意
義
み

る
税

ご
認

め
..
且

つ
此

に
於

て

一
層
証

曾
政
策

的
目
的

に
適

ふ
が
如

く

に
政
造

准
行

は
う

ε

い
ふ
の
で
あ

る
。
私
は
我
国

に
於

て
若

も
此
際

穏

か
な

も
の
な
b

ざ
も
財
産
税

が
出

凍

る

な
ら

ば
、
少

く

蓬
も
雷

公
は
相
蟹

枕
を
動

か
さ
す

し

て
も
可

で
あ
ウ
、

天
芝
を

動

か
さ
ぬ
の
が
穏

當
だ

ε

い
ふ
風

に
考

へ
た
の
で
め

る
が
、
今

,
財

腕
枕
ば
蹴
じ

て
探

ら

激
。

ε

い
ふ
こ
ε
に
定

ま

っ
て

し
ま

へ
ば

.
肚

曾
政
策

的

意
義

め

る
直
接
税

だ
し
て
は
既
存

の
相
続
粉

に
手
を

入
れ
て
、
其
鍵
改

禰
徴
を
企
圖

す
る
を
漉

切

-し
駕
す
も

の
で

あ

る
。

そ
し

71
二

泥

び
比

し
向

っ
て
人

の
注

意
を
向

け
た
な

ら
ば
、
勢

の
赴

く
所

は
、
此

に
於

け

る
肚

曾

政
策
観

の
加
瞭

の
座
金
如

何

し
よ

っ
て
は

、
財

産

の
或

度
以

上

の
大
な
も

の

、
浸

牧

ξ

い
ふ

こ
冠

に
も
及

び
得

る
。
私

が

今
直
ち

に
其
を
主

張
す

る
の
で
は
な

い
。

が
此

税

に

て
は

、
夫

の
沓
財
産

に
於

て
規

則
正

し
く
年

々
繰
返
す
勝

の

財
産

税

に
於
け

る
ご
は
異

っ
て
.
極

端
な
荒
療
治

を

も
行

ひ
易

き
も

の
だ

こ
い
ふ
こ
だ
は
畳
惜

し
な
く
て
は
な
ら

ね
。
兎

も
角
此

御
ほ
由
」頚
、
肚

曾
政
.策

⊥

の
意

義
あ

る
も

の
ξ
し

て
、
凋
b
財
政

家

り
み
な
ら
で

、
勲
省

思
愚
察

1)拙 著 、 租税 研 究 第 一埴},285・



も

の
好
題
目

ざ
な

っ
て
居
り
、
其
議
論

の
方
向

は
周
知

の

こ
ε
で
、

殊
更

ら
多
鼎

の
要

も
な

か
ら
う
ご
思

ふ
し
▼

ゆ

其

一
端
は
既
に
私

の
嘗

て
説
け

る
所

で
も
あ

っ
て
、
議
論
の
要
黙
は
先
づ
其

に
て
誰

さ
れ
て
居
る
か
ら
今
暫
ら
く

措
く
ご
し
、
む
し
ろ
世
の
批
計
家
が
肚
會
政
策
観

に
偏
重
す
る
の
結
果
、
動
も
す
れ
ば
看
劃
せ
ん
こ
す

る
傾
あ
る

脛
濟
政
策
上
の
見
地
を
詳
説
す

～
方
が
適
切
で
あ
る
ε
思
ふ
に
よ
b
、
時
代
要
求
の
命
ず
る
所

に
從
ひ
此
税
を
肚

.

會
政
策
的

に
改
造
す

る
の
切
要
を
戚
じ
つ
、
も
、
術
ほ
却

っ
て
之
を
緩
和
す

る
材
料
ε
も
な
る
べ
き
も
の
を
妓

に

説
か
う
ε
思
ふ
。

(聾

)
例
之

ベ
ラ
フ
エ
ル
デ
ス
は
・
相
続
撃

ば
肚
會
政
策
的
動
禦

最
強
く
行
に
奇

。
特
に
此

に
て
露

塵
及
簿

分
配
の
大
な

ろ
不
傘

た

緩
和
ず
ろ
講
力
が
現
に

る
＼
こ
い
ふ
て
居
ろ
。

第

一
段

相
纏
税
の
経
済
上
の
長
短
と
其
辯
難

一
相
綾
税

の
短
所

ε
其
辯
難

(

う

の

う

A
財
産
元
本
侵
蝕
の
可
能
違

い
相
続
税
は

一
面
よ
り
見
れ
ば
、
相
綾
人
て
ふ
被
相
緬
人
ご
は
全
く
別
異
な

八

(

(

格

者

へ
の
二

の
新

し
き
牧

得
又

は
所
得

に
課

せ
ら

れ

る
も

の
ε

い
ふ

べ
く
、
随

ふ
て
其

が
財
産

元
本
を
課

し
其
を

侵

か
す
も

の
ε
は

い
ふ

べ
か
ら
す

芭
も
せ
ら

る

、
が

(霞
二
)
、
併

し
他

面

、
個
人
主
義
親

よ
b
す

る
も

、
相
細

入

が
相
繧
財
産

を
普

通

に
取
扱

ふ
97

の
態
度

か
ら
見

て

、
彼
等
は
之
を
通
常

の
所

得

ε
は
異
り
、
財
産
元
木

窪
し
て

論

蟄

相
綿
種
の
縄
濟
政
策
親
.

第
十
六
巻

(第
五
號

三
)
.
七
三
五

2)
3}

4)

拙 著 租税 研 究粥 一一巻29↓ ・

13elaF61des,Fw.S.471,

拙 著 租税 研 究第 一 忠 節.卜一 編 ・相 瓢 琵 ε財 産鎌 鮎

■



論

叢

相
継
粉

の
経
済
政
策
観

第
+
六
巻

(第
五
號

四
)

七
三
六

取

扱

っ

て

居

b

、
特

に

肚

會

政

策

上

よ

り

し

て

は

、
此

椀

に

て

単

な

る

所

得

を

課

税

し

や

う

ご

い

ふ

の

で

は

な

く

て

過

大

な

財

産

元

本

を

削

り

取

ら

う

ε

も

す

る
所

で

あ

b

〔註
三
)
、
特

に

又

日

本

に

特

異

な

る

家

族

制

度

槻

よ

り

す

れ

ば

、

少

く

ご

も

其

家

督

相

綾

の

場

合

に
は

、

粗

糖

視

に

よ

り

て

家

に

厨

す

る

財

産

元

本

を

侵

す

こ

ご

＼

な

る

こ

も

い

ひ

得

る

。

か

く

て
相

緬

税

は

屡

々

其

が

財

産

元

本

を

侵

か

す

も

の

こ

し

て

非

難

せ

ら

る

、
(註
四
)
。

(駐

二
〕
へ
.ツ
〃
ル
㎞μ
、
相
繽
紛
脚
は
凡
べ
て
の
醗
ご
仙
列
し
く
、
箇
【人
縄
濟
的
備
…利
生
艦
ま
り
螂

ば
れ
て
、
財
産
物
盟
よ
円
郷

は
れ
な

い
。
此
が
既

に
裸

税
さ
れ
六
ろ
財
産
よ
り
徴
収

さ
ろ
曳
税
で
な
く
し
て
、
む
し
ろ
受
動
的
な
ゐ
財

産
移
輌

、
相
綾
財
産
の
収
得

、
其
生
産
及
密
利

方
便

の
増
加

か
受

け
た

ろ
且
つ
此
に
よ
り
て
其
結
付
能

力
の
増
加

さ
れ
た

ろ
箇
人
輝
濟

の
主
催
よ
り
の
税
で
あ
み
こ
い
ひ
、

エ
ー

ベ
ル
ヒ
ロ
、
相
続
税
ば
所
得

為
課

税
し
な

い
で
財
産

た
課
漉
す

る
か
ら
、

租
税
の
纏
濟

的
原
則
に
反
す
ご
い
ふ
考
ば

無
力
で
あ
ろ
。

何
ピ
な
れ
ば
納
税
義
務
者
た
る
相
緩

人
に
よ

ト

リ
て
ば
相
綾

に

一
の
財
産
増
加
で
、

多
く

の
場
合
、

其
給
付
能
力
の
堵
加
為
意
味
す
う
か
ら
ε
駕
し

、

階

名
政
治
家
は
、
或

脛
洲
の
根
幹
財
産

ラ

が
侵
害

さ
れ
な

い
。
此
の
知
者
も
の
が
相
籔
に
よ
り
初
め
て
屠
加

さ
れ
強
め
ら
れ
た
ミ
い
ふ
。5
凡

べ
て
此
等
に
相
綴
人

の
取
得
心
見
て
立
論
し
て

居
ろ
。

(註
三
)
プ
レ
ー

ン
ば
之
に
つ
き
、
特
に
靴
會
政
策
的
の
説

に
、
大
財
産
が
肚
會
上

」
好
ま
し
き
も

の
で
な
く

、
そ
し
て
相
綾
税
が
本
来
、
此

の
知
者

5)
.

財
産

な
減
少
す
ろ
こ
と
に
向
け
ら
る
べ
吾
」し
の
ミ
い
ふ
結
果

に
向
ふ
ピ
い
ふ
て
居
ろ
。

(駐
四
)
バ
ス
テ
ー
ブ
ル
に
、
相
籔
醗
ぱ
、
所
得

の
上
よ
り
ば
資
木
叉
ば
新
稿
さ
れ
た
ろ
富

の
上
に
蹄
ず
こ

い
ふ
大
な
郷
済
上

の
鉄
砧

を
有

す

ε

い

び
、
ラ
ウ
に
-
相
綴
税
ば
「
箕
島
キ
額

の
錦
め
に
財
産
の
根
幹
な
侵
す
曾
爲

し
、

ム
ル

ハ
ル
ト
も
、
相
練

粉
は
常

に
資
本

か
謀
で
う
し

の
で
、
所

得
な
課
す

ろ
も

の
で
ば
な

い
。
随

ふ
て
偉
値
成
形
の
爲
め
の
基
金

な
減
少
し
、
国
民
に
其

所
得

の
流
れ
出

ろ
本
た

ろ
源
毒
凋
む
ε
い
ひ
・

7
ナ
ッ

ク
も
、
相
続

税
に
封
ず

ろ
非
難
の
中
で
糞
き
為
成
す
は
、
国
民
纒
濟
上

よ
噂
.出
願
し
た
も
の
で
、
此
が
財
産
だ
侵
ず
が
赦

に
有
害
ε

い
ふ
こ
ε
で

あ
ろ
ず、
炉
ひ
、
シ
ェ
ー

ル
も
、
相
継

親
の
第

二
の
特
徴

は
、
此
が
固
有

の
且

つ
虞

の
財
産
税

ぜ
い
ふ
こ
ミ
で
あ
る
。
此
に
よ
り
て
資
本
が
課
税
厄

5)

6)

Heckel,Lehi・b^cb,工.S.423.Eheberg,

1),,Fw,S.120.

Plehn,Publicfinance,4ed,P・20$・

Fw・gAuH・S.Y3・Staatstnanna・



'

'

)7

ら

れ

て

、
資

木

の
持

主

が
課

ぜ
ら

れ

な

い
。
何

芝
な

れ
ば

人

が
此

税

か

、
財

産

が
謂

ば
父

無

主

ミ
な

っ
た

.こ
音

に
課

す

う

か
ら

こ

い
ふ
て
居

る
。

(此
相

他蟹
冊
仙が

無
上
山
の
時

に
韻
脚
ぜ
・b
る

・
㌔ぐL
に
目

九
論著

σ

て
、何

人

の
財

産

も

の
瀦只
櫓
桝
ぐ」な
.・b

め
マ」
い
ふ

こ
ご
、

ウ

ン
.フ

エ
y
バ
ッ

ハ
の
如

もさ
が
あ

ろ
が

、
此

に
て
一1
何

人

の

ミ

い
ふ
其

人
が

主
で

め

つ
て

、
.財

産
其

も

の

、
頁
措

に
は
な

る
ε
見

る

の
が

、
少
く

守」
も
無
主

の
陪

の
課

税

こ

い
ふ
見

地

か
ら
は

當

っ
て

將

ゐ
0

ウ
ン

プ

エ

ン
バ

ッ

ハ
ば

-
之

に

つ
き

、
相
続

特
朧

(
税
.
ば
軍

に
主

な

く

亡
も

規
則

正

し
く

分
配

に
來

ろ
斯

の
遺
産

に
封

し
要

求

な
爲

す
。

固

よ
り
唯

一
岡
其

分
解

に
際

し

■

父
あ

ろ
。

此
故

に
此

に
て

ば
各

人
が
其

財

産

の
負
櫓

為

受
け

な

い
。

何

れ

の
存

在
す

ゐ
経
済

ゆ

亀
傷

け

ら

れ
な

い
ぐ」
い

ふ
.
)

省

ほ
諸

多

の
學
者

ぱ
均
説

ご
ぜ
ず

し

て
、
唯

此

種

の
非
難

が
行

ば

る
ε
爲

マ
。

例

之

、

ヘ
ソ
ケ
ル

匡
、
箸

入

ば

、
相
続

税

に
封

ず

る

二
の
非

難

匹

渦

ふ

、
其

一
こ
し

て
纒
濟

上

に
ぽ
、
此

が
資
木

及

財
産

都

か
澤
牧

ず

ミ

い
ふ
非

難

為

堂
げ

た

ミ

い
ひ
、

ウ

エ
ス
ト
ば

、
相
続

税

ば
圭

こ
し

て
此

が

資
本

の
上

の
税
で

、
随

ふ
て
圃

富

か

、
減

少
ず

る

ご
ざ

に
傾

く

こ

い
ふ
理

画
で

非
難

さ
れ

た

こ

い
ひ
、

エ
ー

ペ

ル

ビ
に

、
人
が

、
国

民

郷

濟
上

の

考
察
よ
り
出
嶺
し
て
、此
視
た
財
産
の
減
少
、助
産
根
幹
の
減
少
ミ
し
て
争
き

・
い
ひ
、
フ
グ
ナ
ー
に
、
此
税
に
謝
す
る
第
二
の
主
た
る
、
反
封
に

.

郷
濟
的
燃
費
で
、
人
が
此
に
於
天
財
産
叉
に
資
本
課
税
な
見
ろ
ご
爲
し
、
ウ
ン
プ
エ
y
バ
ッ
ハ
は
、
相
続
特
灌
〔税
)が
国
民
纒
濟
上
の
根
幹
財
産

の
損
害
ミ
な
り
、
此
馳
に
て
根
幹
財
産
に
封
ず
ろ
課
税
ご
本
質
的
に
同
一
に
働
く
ご
し
て
見
ら
れ
な
く
て
に
な
ら
ぬ
ミ
い
ふ
國
民
経
済
上
の
視
察

馳
&
り
の
懸
念
が
外
見
上
に
ば
重
大
で
あ
ポ
ピ
い
鯉
。

ろ
併

し
乍
ら

、
相
綾

視
が
高

い
ε

き
に
は
或

は
遂

に
財
産
元
本

の
侵
蝕

ご
な
る

こ
.ご
を
も
覚

れ
ぬ
で
あ
ら

う
け

(
れ
こ
も

(註
五
》、
相

當

に
軽

い
こ
ε
さ

～
出
来

る
な
れ
ば
、
普

通

の
人

一
代

の
問

に
被

相
綾
人

文
眩
相
纏

人
又

は
双

方

に

て
得

た

る
厨

得

の
中

か
ら
稼

ぎ

出
す

こ
ざ
の
出
來

の
こ
ε
も
あ

る
ま

い
蓬
思
は

る

＼
(硅

ご
。
特

に
理
性

あ
b
,

考

深

き
者
は

、
被
相
続
人

の
立
場

ε

し
て
、
共
相
続

人

の
納
む

る
こ
ε

、
な

る

べ
き
税
額

だ
け
、
自

身

の
生
命
保

険
を
掛
け

る

こ
ε

に
よ
り

て
、
此
所

得

に
よ

る
納
税
を
了
す

る
こ
ご
を
計

る
で
あ
ら

ヶ
。

其
が
出
来

て
居
ら

す
叉

論

叢

相
続
税
り
纒
濟
政
策
観

第
士

ハ巻

(第
五
號

五
)

七
三
七
・)糖 龍 淵1識nce,3ed.

derBest。膿:§ ・顎描1,含"fl.11.Eros議、軸鼎h
Erbrech[srel'orm.S.22,24,Vocke,Fw.S.125.
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1
.
.

●

輪

愚
取

相
櫨櫃
税
の
綴

政
策
獺
聯

簸
川
十
山ハ
血¢

(第
五
號

山ハ
)

七

三
八

は
不
十
分
な
り
し

だ
け
で
は
、
相

続
人

が

一
時

、
財

鳶
を
擢
保

こ
し
て
借
入
を
駕

し
て
納

税
を
済

ま
し
、
其
後

の

所

得

に
て
借

金
を
返
済
す

る

こ
・し
も
出
来

る
。
斯

く

し

τ
財
産

元
本

其
も

の
よ
り
視
が
出

さ
れ
な

い
で
、
所
得

か

ら

叫

さ
る

る
こ
ご
が
出

還
る
。
特

に
納

視
の
宥
恕
ス

は
猶
豫

な
ご

の
制
度

が
あ
れ
ば
、
伺

夏

に
之
を
鋤
く

る
。
か
く

の
如
く

に
し

て
大

抵

は
各

人

に
厨

し
た

る
叉
は
腐
す

る
こ

ご

、
な

る

べ
き
財
産
元
本

を
費

翻
す

る
に
至
ら
す

し
て

済

む
で
あ
ら

う
が
、
假

b

に
不
注
意

に
よ
り

て
か
又

は
避

く

べ
か
ら
ず

に
か
、
箇

々
の
場

合

に
財
産
元
本
を
萱
卸

し
て
納

税
す

る
こ
ε
が
あ

っ
た

ご
し

て
も
、
其

が
粗

率

み
て
外

囲
人

に
向

っ
て
買
手
を
求

め
ざ

る
を
得

ざ

る
ほ
、寸」

で
な
一
、
優

に
国
内

に
買

手
を

も
得

る
程

度

で
あ

る
な
ら

ば
、
其

買
手

た

る
園
内

の
何
人

か
の
所

得

で
挽

が
彿
は
.

れ
た

こ
ご

、
な

っ
て
、
個
人
的

に
見

れ
ば
成

人
の
財
産

元
本
を
侵

し

て
も
、
国
民
脛
濟
全
艦

よ
り

い

へ
ば
財
産

元
本

を
侵
す

こ
`
な
し
窪

い
ひ
得

る
〔註
七
〉。
普
通

人
が
普

通

の
注
意
を
翻

へ
ば
人

一
代

の
問

に
所
得
中

よ
り
産
出

し
得

る
も

の
で
あ

る
な
ら

ば
、
全
禮
上
財
産

元
本
を
侵

さ
す

ε
見

て
良

い
。
斯
く

て
も
省

ほ
財
産

元
本

を
侵
す

ご

い
は
な

く
て
は

な
ら

源
こ
ざ
あ
り

ご
す

れ
ば
、其

は
飴
程

の
例

外

の
場

合

ε

11
ふ
て
頁

い
。
大
抵
は

元
本

を
萱
卸

せ
で
し

て

彿

へ
や
う

し
、
之
を
費
劃

し
て
も
其

は
國
内
入

の
所
得

に
て
買

取
り
得
や

う
。

陀

ぼ
遺
産

相
続

(日
本

の
税

法

の
意

義

に
於

け
る
)
の
如

き
は
頗

る
重

き
課

税
を

爲
し
て

も
良

き
も

の
故
、
此

に
於

て
相
綾

者
を

し
て
元
本

を
萱
劃
す

る
に
非

れ
ば
税
を
携

ひ
得
ざ

る
ほ
こ

ε
な
ら
し
む

る

こ
ε
も
許
し
得

べ
ぎ
で
め
る
が
、
此

場

合
に
も
斯

の
如

く

に

元
本
を

萱
ら

ざ

る
を
得
ざ

る
ほ
こ
の
場

合
は
全
禮
上

.
そ

ん
な

に
多
く

は
あ

る
ま

い
し
、

そ
し
て
叉
其
費
却

さ
る

■



、

㌧
財
産
が
其
位
の
も
の
ば
國
内
に
て
買
手
を
見
出
し
得
や
う
し
其
だ
け
で
は
、
矢
張
b
塗
膜
上
に
於
て
は
財
産
元

本
を
侵

さ
す
し
て
、
国
民
所
得
よ
り
出

さ
れ
た
ε
い
ふ
を
得
る
。
故
に
此
挽
が
財
産
元
本
を
侵
す
も
の
ξ
概
定
し

て
し
ま
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
之
を
し
て
斯
の
如
き
も
の
ご
な
ら
し
め
な

い
や
う

に
、
相
続
の
傘
髄
中
、
最
主
要

の

地
位
を
青
む

べ
き
家
督
相
纏
に
於
て
、
入

一
代
中
に
、
普
通
人
が
普
通

の
注
意
を
以
て
其
所
得
中
よ
b
蓄
積
し
得

る
程
度
の
枕
額
を
極
度
ε
し
て
税
率
を
定
む
る
の
注
意
を
爲
す
の
が
大
切
で
あ
る
。
但
し
遺
産
相
続
の

一
部
に
至

っ
て
は
其
が
右
の
度
を
超
ゆ
る
こ
ご
、
な
る
の
も
、
其
純
個
人
的
の
も
の
た
る
性
質
上
巳
む
を
得
な
か
ら
う
し
.

其
位
は
天
金
艦
上
は
元
本
侵
蝕
な
ご

、
い
ふ
ご
ど
に
な
ら
す
し
て
濟
ま
う
ご
思
ふ
。

.

切

(註
五
)
此
税
が
財

産
元
本
侵
蝕

ご
な

ろ
や
否

や
に
つ
い
て
ば
醗
の
高

さ
の
外

、
色

々
の
.元
素
に
か

㌔
ろ
が
、
此
稔
の
高
さ
が
其
中
で
最
覧
嬰

で
あ

る

功

之
に
つ
い
て
ば

(
ソ
ケ
ル
、

コ
ー

ン
、
ホ

ン
メ
ル
ス

ハ
イ
ム
等
注
意
す
。

(註

㎝ハ
)
ヘ
ソ
ケ
ル
に
、
此
相
続
税
に
於
て
、
全
く

有
害

な
、
国
民
縄
濟
的
獲
蓮

な
紡
ぐ
ろ
所
の
資
本
破
壊
に
假
定
で
る
か
得

諏
。
何
ピ
な
れ
ば
二
の

税

(粗
織
税
)
の
絵
付
ゆ
間

に
、
逝
例
人

一
代

の
時
期
が
存
ず
る
か
ら

こ
い
ひ
、

ロ
ッ
ツ
も
、

=
ハ
・
大
O
%

の
大
な
高
さ
.L
於
げ

ろ
流
産
税
に
て

も
、

一
代

の
平
均

年
齢
の

三
三
・
三
年

及

五
%

の
利
率

の
基
礎
に
於
け

る
所
得

の
資
本
化
の
仮
定
の
下
に
.
此
が
資
本
濯
攻
で
は
な
く
し
て
、
雌

切

れ

ま

で
頗

ろ
宥

恕

さ
れ

た

る
財

産

所
得

の

一
〇
・%

税

の
追

加

的
要

求

の
存

す

る

に
止

ま

る

こ

ミ
な
示

す

ミ

い
ふ
て

居

ろ
。

(註

七

)
フ

ェ
ス
}
に

、
資
本

が
、
呉

へ
ら
れ

六

ろ
場
合

に
税

の
源

に
し

て
主

饅

ξ
な

ろ
こ

ぐ」
が
あ

っ
て
も

、
之

が
爲

め
國

嘗

が
減

少

ぜ
ら

る

㌧
、
㌔と

職

が

必
ず

し
も
起

ら
す

こ

い
ふ
o

フ偶
麟
利
資
本
縮
小
随
て
讐
利
生
活
歴
迫
の
可
能
i

右
に
い
ふ
如
く
に
し
て
偶
ゐ
、
義
務
者
が
財
産
を
萱
謝
し

て
納
税
す

る
こ
ε
が
あ
る
其
場
合
に
其
財
産
が
傳
承

の
智
利
事
業

に
投
ぜ
ら
れ
利
用

さ
れ
っ
、
あ
る
も
の
で
あ
る

論

叢

相
綾
撹
の
纏
濟
政
策
観
.

第
†
六
巻

(第
五
號

七
)

七
三
九

.

匹

10)

11)
12}
13,
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論

叢

相
続
税
の
輕
濟
政
策
魏

第
†
六
巻

(第
五
號

入
)

七
四
Q

ε
き

に
は
、
賞
讃
特

利
事

業
を
縮

小
せ
ざ

る
を
得

ざ

る
こ
ε
.、
な

る
の
結
果
を
生
ず

る
ご
い
ふ
不

利
が
あ

る
(註
八
)

尤

も
此

は
前

に
い
ふ
所

か
ら

も
想
像

せ
ら

る

、
如

く

、
實
際

そ
ん
な

に
多

く
坐
す
,る
こ
ご
で
は
な

く
、

ヌ
此
種

の

こ
ピ
は
他

の
税

例
之

、
楼

業
視

ε

い
ふ
が
如

き
も

の

に
も
起

b
得

る
こ
ε
で
あ

る
。

加
之

.
祉
會

全
艦

ξ
し
て
見

れ
ば
、

一
方

に
斯

の
如
く

に
し

て
資
本

を
減

少

し
瞥
業

を
縮
小
す

る
も

の

、
あ

る
ご
き
に
は
、
他

方

に
其
資
本
及

活
動

を
擶
張
す

る
を
得

る
者
を
生
や

る
こ
ε
に
も
な

り
得

る
`
い
ふ
こ
ご
も
あ

る
。

が
兎
も
角

一
部

の
も
の
に
或

困
難

の
生
じ
得

る
こ

だ
は

確

か
で
あ
り
、
其

は
此
挽

の
弱
黙

`
い

へ
ば

い
ひ
得

る
。.

(
誰
人
.
ヘ
ッ
ケ
ル
に
、
再
入
ば
相
続
枇
に
封
ず
る
二
の
非
難
に
遇
尭

其

【
ミ
し
て
此
が
生
産
方
便
な
破
壊
し
、
堕
ふ
て
箇
人
縄
辮
的
活
動
た
織
綾

瑚

的

に
傷

く

る

こ

ξ
の
非

難

あ

り

ミ
爲

す
。

　

う

に
勤
勉
節
約
抑
制
の
可
能
-

い
北
枕
は
ヌ
人
の
勤
勉
及
節
倹
を
抑

へ
叉
は
少
一
`
も
之
を
進

め
ざ
る
傾
あ
り

(

ご
し

て
非
難

せ
ら

る

、
(註
九
)
。
特

に
其
税
率

の
高
き

に
於

て

一
層
此
傾

あ
b

ε
せ
ら

る

、
(註
一
〇
)
。
其

は
蓋

し
特

に
被
相
緬

人

の
立
場

`
し
て
人
が
、
相

緬
財
産

を
獲

さ
な
け

れ
ば
視
は
課

せ
ら
れ
す
、

之
を
残

せ
ば
課
せ
ら
れ

、

而

か
も
其

が
大

き
け

れ
ば
太

い
ほ
こ
絶

数
的

の
み
な

ら
す
相

蜀
的

に
も
高

い
税
を
取
ら

る

、
こ
い
ふ
ε
き
に
、
動

も
す

れ
ば
相

続
財
産

な
ざ
残
す

ま

い
、
多
く

は
残
す

ま

い
な
ご

、
い
ふ

こ
ε
に
考

へ
得

る
か
ら

で
あ
b

〔註

=

)。

相

続
人

ε
し
て
も
真

受
く

る
所

の
財
産

が
不
勢

に
て
得
穴
所

で
め
り
労

々
、
勤

む
す

れ
ば
彼

が
其
繊
承

し
た
る
財

産
其

も
の
を
綴
示

し
た
b
ご

は
考

へ
な

い
で
、
其
中

か
ら
税

を
引

い
た
残

り
だ

け
を
織
承

し
た
り

ご
の
戚

を
懐

い

互.り 日eじk(.1,fI.a..0.S.423.

,



て

.

其

後

の

努

力

節

約

に

よ

り

て

穐

を

回

復

し

や

う

ε

考
.
へ
ざ

る

こ

ε

、
な

ゆ

得

る

か

ら

で

あ

る

(註

=

一)
。

(駐
几
)
ラ
ウ
に
、
相
続
税
は
夫
の
手

々
の
醗
の
如
く
に
ば
貯
蓄
に
ま
で
の
刺
戟

な
興

へ
す

ご
い
ひ
、
プ

レ
ー

ン
も
、
此

概
ば
明

か
に
節
約

ざ
集
積

ご

奄
抑
制
し
、
」隠

ふ
て
資
本

の
獲
蓮
心
縮

少
す

ろ
こ
ざ
に
よ

つ
て
砒
會
上
破
壊
的
な
し
の
で
あ
る
ざ
い
ひ
、

ス
タ
ン
プ
も
、
或

税
に
封
し
最
屡

々
い

に

ゐ
㌧
こ
ご
の

一
貫
、
資

本
の
集

積
准
妨
ぐ

ろ
こ
ご
叉
に
資
本

ん
浪
費
す
る
こ
ぐ」
の
其
結
果
で
め
つ
て
、
相
籔
税
は
恰
か
も
此
の
如
き
批
評
」夕
雲

い
ひ
三

τ
フ
ウ
起

此
禦

纏

な
嘉

産
の
集
態

抑
ゆ
る
…

、
な
禽

姻

、
く

べ
キ
・も
の
・こ

(註

一
〇

バ
人
テ
ー
ブ
ル
に
、
如
何
に
遙

か
弊

害
が
實
際
生
争

う
か
に
富
の
集
積
が
自
動
的
ε
な

ろ
度
合

に
係
り
・
随

っ
て
大

に
、
其

撮
ゼ
ら
る
、

所
の
税
額

に
か

」
る
。
此
稔
な
十
分
高
き
鮎

に
置
く

一さ
」
に
よ
り
て
貯
蓄
の
進
仁
が
.
近
世
国

家
の
最
繁
榮
な

ろ
露
で
も
止
め
ら

ゐ
、
・
、ご
、
な

ろ
で
あ
ら
う
。
地
放
に
斯

か
ろ
危
険
な
漉
く

る
爲
め

ド
賦
課
率

に
於
て
相
嘗
の
制
限
愚
考
ふ

る
こ
?
」
が
必
要
で
あ
ろ
ぞ」
い
ひ
、
ロ
ソ
シ
や
百
ば

、

國
及
時
代
の
性
質

に
よ
り
て
顧

ろ
異
っ
た
限
界
が
あ

っ
て
、
其
為
超

ゆ
う
こ
・」
が
義
務

の
堕
落

し
r
ゐ
争

右
生
じ
.
之
に
よ
り
て
勉
猴
及
貯
蓄

の

ゆ

動
力
心
太

に
弱
め
ろ
=
.ご
㌧
な

ろ
』
の
で
あ

ろ
ミ

い
ふ
。

(註

一
一
)
ニ
ソ
チ
ば
、
人
に
其
労
働

の
結
果

な
自
由
施
分
す
る
灌
利
触
糎

ふ
こ
ご
に
於

て
、
人
一1
最
有
ヵ
な

る
箇

人
的
自
主
樒
政
生
塵
の
最
独
者
刺

戟

の

皐

破
壊

す
ろ
…

尋

恐

套

ミ
い
ひ
、
ボ
ー

り
↑

も

、
単
純
な

る
縄
濟

的
観
察
鮎
即

ち
生
産
琳
進
の
見
地

&
り

い
ふ
ご
者
に
・
死
者

の

財
産
が
、
其

家
族
叉
ば
其

の
指
定
す
ろ
相
織

八
に
移
さ
ろ
、
こ
ε
が
、
人
類
胤
會

に
資
本
祉
増
加
で
ろ
爲
め
の
主
要
條
件
た

る
ご
ざ
は
争
ふ
布
得

ね
。
愛

人
に
其
情
動
の
結
果
な
残

す
、
、ミ
の
見
込
叉
ば
保
雛
ほ
ご
貯
蓄
を
刺
戟
す

る
も
の
な
し
ご
い
ひ
、
ム
ル

ハ
ル
ト
も
、
人
民
の
財
産
が
雌

だ

翫
時
の
持
主
の
死
ぬ
賠
ま
で
の
み
画
家
ム
リ
保
誰

さ
れ
、
其
後

に

「
部
国
庫

に
帰
す
べ
意
税

に
於

い
て
、
国
民
の
勤
勉
が
傷
げ
ら
れ
ず

し
て
済

む

べ
著

や
・
国
富

の
嫌
加
に

つ
き
而

か
く
重
要

な
る
貯
蓄
心
が
斯
か
ろ
法
律

に
よ
り
て
蕩
け
ら
れ
加
之
停
止

さ
れ
ヂ
し
て
済
む

べ
き

や
、
有
要
な

る

仮
農

髪

響

べ
養

　♂

集
農

抵

芝

に
旨

て
製

実

学

し
て
濟
臭

き
習

い
ふ
て
居
鋤
・

(
註

一
二
)
エ
ー
ベ
ル
・
匿
、
相
緻
税

が
自
己

の
勢
働
に
よ
の
得
ら
れ
す
し
て
往

・
に
し
て
全
く
偶
然
に
蹴
脇
す
ろ
財
産
の
頁
旙

こ
な
う
か
ら
、
相
綬

人

に
於

吸
濫
例

租
穐
に
よ
頃
吸
攻

さ
れ
た

る
額
ん
再
び
齎
ら
さ
ん
ε
ず
ろ
の
刺
戟
為
鉄
(
ミ

い
ふ
こ
こ
が

い
は

奪

・
爲
し
、
バ
ス
テ
ー
ブ
ル
も

、

論

叢

相
績
税
の
郷
濟
政
策
醗

第
十
六

巻

(第
五
號

九
)

七
四

[

.15)

且6)

17)
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論

叢

相
続
稔
の
維
濟
政
策
離
r

第
+
六
巻

州館
五
貌

一
〇
Ψ

七
四
二

攻
得
の
時
に
於
て
富
の
輿
へ
ら
れ
た
ろ
塊
か
ら
一
部
な
取
去
ろ
こ
こ
が
・
新
所
有
者
た
し
て
税
の
引
去
ら
札
た
み
残
高
炬
以
て
嘗
て
存
在
・鳴
た
凡

べ
て
の
も
の
ぞ」見
な
才
こ
、
マ」
に
導
ぐ
ミ
い
ひ
、
コ
ツ
サ
も
、
佃砒
醗
蜀算
木
の
…取
令
徐
々
ご
一R
い
」へ
後
鞘世
F
ま
で
相
鰯
四人
花
動
か
す
・bぐ㌔為
得
・o
凡
べ
、

甥

て
の
刺
戟
の
缺
乏
ド
よ
っ
て
咽
財
産
尊
減
少
す
る
こ
こ
曳
な
る
こ
い
ふ
非
難
あ
71
ぜL爲
ず
、
術
ほ
之
に
つ
著
て
ば
租
税
研
究
第
一
谷
三
二
六
頁
参

照
触

ドワろ
併

し
他

面

か
ら

い
ふ
ご
、
夫

の
傾
向

は
多
分
そ

ん
な

に
強
く

は
な

か
ら
う

ピ
考
.へ
ら

る
。
.ぜ

い
ふ
の
は
先

づ
.

(
は
被
相
続
人

か
ら
見

て
.
視

に
よ

り
て
相
纈

財
産

の
全
部
没
牧

ε
も
な
ら
ば
或

は
之
を
残

す

こ
.ご
を
し

な
く
な
.る

か
も
知

れ
訟
げ
れ
こ
も
、

さ
う
で
な

く
軍

に
其

一
定

割
合

だ
け
を

取

る
に
止
ま

る
ぜ

い
ふ
以

上
は
、
.彼

は
其
愛

人
.

の
爲

め
に
叉

は
日
本
な

れ
ば
家

の
爲

あ
に
又

は
更
ら

に
多

く
残
す

こ
五
目
身

に
於

い
て
の
名
饗

徹
叉
は
止
む

に
止

ま
れ
澱
情

念

の
爲

め
に
、

一
層
多

く
孕
残

さ
う
ε
思

っ
て
勤
勉
節

億
を
爲
す

こ

ざ

、
.な
り
得

る
。
F却

て
此

税
あ

る

覚

め
に
具
な
出
来

る
だ
け

埋
合

さ
う

ε
し

て
勤
勉
節

倹

に

}
暦

の
刺
戟

を
受

く

る
こ

ε

、
さ

へ
な
り
得

る
(註

一
三
)

叉
若

も
彼

に
眞

に
國
を
愛
す

る
こ

ε
自
己
や
自
己

の
愛
人

を
愛
す

る
以
上

で
あ

る
こ

ε
が
団
旗

、
国
家

を
以
て
大

我

也
ε
ま

で
槻
念
ず

る
こ

ε
が
幽

来

る
な
ら

ば
、
塗

相
続

財
産

を
取
ら

れ
た
ε

し
て
も
爾
相
當

に
勤
倹

を
顧

ん
で

已

ま
.訟
で

め
ら
う
。
呪
や
視

に
よ
り
て
共

一
郡
を
取

る
に
止

ま
る

ξ

い
ふ
に
於
て
、

之
が
薦

め
に
其
勤
倹
を
鈍

る

ε

い
ふ
程

の
こ
ε
は

め
る
ま

い
。
或

は
天
人

が
愛
人

に
多

べ
残

し
得

こ

い
ふ
こ
ご
が
な
(

て
は
懸

命

に
努

め
阻

ε

い
ふ
け

れ
ぜ
も
、
考

へ
や
う

に
よ

っ
て
は
、

め
ま
b

多
く
愛
人

に
残
す

こ
ご
は
、
却

っ
て
其

愛
人

の
爾

め
に
な
ら

戯
ざ

い
ふ
こ
ご
も

あ
り
得

る
(註
一
四
)尤

も
斯

か
る
工
合

に
愛

人
の

こ
ざ
を
考

へ
る
こ
蓬
を

普
通
人

に
豊

む
こ
ピ
は
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或
は
.無

理

か
も
知
れ
な

い
。
又

強
烈

な

る
愛
.國
心

を
多

く

の
.人

に
期
す

る
の

も
鉦
へ理

で
あ
ら

う
.

そ
し
て
多

一
の

人
は
唯

課
も
な
く
愛
人

に
多

く
を
残
オ

こ
ご
に
重

き
を

置
く
で

も
あ
ら
う
。
共

に
し

て
も
挽

が
掛

か

っ
て
も
其
が

.

企
相
綾

財
産

を
取
ら
ず

し

て
軍

に

一
定

部
を

取

る
に
止

ま

る
以
よ
は
.
人

々
は
矢
.張
b
其
愛
人

に
残

し
得

る
も

の

を
出
摩

る
だ
け
少
で
も
多

く
し

や
う

ε
思

っ
て
努
力
す

る
で
あ
ら
う
。
更
ら

に
相

続
人

の
立
場

に
於
て
彼

が
從
來

r多

く
は
非
猫

立

の
衙
贋
者

で
あ

っ
た
も

の
が
今
相
纈

に
よ

っ
て
或
財
産

の
持
　土
こ
な

つ
π

ご
き
.
叉
從

來

よ
り
し

.

て
別

に
財
産
を
持

っ
て
居

た

ε

し
て
も
相

.稜

に
よ
り
無
努
力

に
し
て
或

も
の
を
得

陀

ε
き
は
、
彼

は
動

も
す

れ
ば

氣
が
弛

み
、
む
し
ろ
多
少

の
浪
費

を

も
爲
し
兼

ね
ま
じ
き
傾
を
も

つ
(註

「
五
)。
此
際

に
當
り
相

続
税

を
取
ら

る

、

ε
き
に
、
其

が
幾

ら

か
彼

の
反

省
を
促

が
す

こ
ご

、
な
り

.
其

時

に
於

け
る
相
細
視

を
佛

ふ
爾

め

に
も

、
ヌ

は
次

ぎ

の
被

相
綾

八

こ
し

て
負

ふ

べ
き
相
続

挽

の
準
備
を
完

ふ
す

る
薦

め
に
も

一
層

の
勤

勉
節

約
を
寫
す

こ
ご

、
な
ら

し
め
や

う
。

勿

副
其
ば
相
続

人

た

る
国

民

の
性

負
に
も
依

る
こ
ご
で

「
概

に
黙

り
巴

は
い

へ
な

い
が
〔註
工
C
併
し

相

當

に
獲
淫

し
た
交
明
國
氏

な

れ
ば
大
勝
之

が
爲
め

に
却

っ
て
努

力
節
約
を
刺
戟

せ
ら

れ
、
少

く
ε
も
大

し

て
其

意
氣

を
阻
喪

さ
る

、
こ
ご
ε
は
な

る
ま

い
。

要
す

る
に
此

見
地

に
於
て
は
相
続
財
産

の
全
部
を
取
ら

諏
こ
ε
が
必

要

で
然
ら
ざ

る
以
上
は
憂

ふ
る

は
こ
の

こ
ε
は
、
ま

つ
な

か
ら

う

ご
思

ふ
。

(註
劇
三
〉
ワ
グ
ナ
ー
は
、
相
続
税
に
む
し
ろ
滑
加
す
ろ
貯
蓄
に
進
め
・b
ろ
㌧
。
何
こ
な
れ
ば
被
相
続
人
即
ち
家
長
が
其
貯
蓄
努
力
に
よ
っ
て
相
緬
椀

額
の
補
償
剤
眼
中
に
…置
く
か
ら
ミ
い
ひ
、
ウ
エ
ス
ト
し
、
此
撹
が
勤
勉
ミ
節
倹
こ
な
阻
喪
す
べ
し
ご
い
ふ
非
難
ぽ
殆
ん
ご
或
他
の
挽
.匹
於
げ
ろ
工

り
少
く
此
に
當
ろ
。
死
ば
通
例
遙
か
遠
音
紆
來
の
出
来
事
ぜ
見
ら
ゐ
」
。
そ
し
て
人
心
の
中
に
ば
署
し
き
地
位
々
占
め
な
い
。
若
も
人
が
典
型
糠

論

叢

相
絨
税
の
揺

政
策
親

第
+
六
巻
.
(第
五
號

一
こ

七
四
三

.



,

論

叢

粗
織
税
の
経
済
政
策
観

第
十
六
巻
.

(第

乖
號

一
[じ

七
四
匠

人
に
残
す
爲
め
財
産
奄
蓄
積

す
ろ
意
向
烏
有

つ
な
札
ば
帖
彼
の
講
力
ば
其
貯
蓄

の

～
叉
ぱ
二
%

が
国
家
に
行
く

こ
ぐ」
の
考
に
よ

っ
て
減
少

さ
れ
な

い
で
、
恐
ら
く
ば
む
し
ろ
増
加
さ
ろ
㌧
で
あ
ら
う
。
相
続
税
ぱ
所
得
税
よ
り
も
勤
勉
を
阻
止
ず

ろ
こ
ご
少
く
、
財
産
税
エ
リ
も
節
瞼
ん
阻
止
ず
る

、
-.、
少

し

♂
-い
ひ

、

・
劣

一
も

、
穏

か
な

ろ
相
続

税

に
資
本

成

形

な
妨
げ

で

篤

し

、

・
ソ
ソ
に

・
憂

和

縦
続

に
於

て
・

任
意

た

み
使

用
叉

の

は
奢

侈

的
支

出

の
制

限

ぜ
ら

ろ
㌧
ぐ」
い
ふ
偶

々
生
ず

ろ
影
響

々
翠

色
.

(註

一
四

}
之

に

つ

い
て
は

ヵ
ー

ネ

ー
ギ

ー
が

巧

み

に

い
ふ
て
居

る
。..

(註

盃

)
・.
ア
ィ
フ
ァ
ー
ぼ
、
左
な
く

こ
も
而
か
く
豫
期
芸

ろ
財
産
の
流
入
ば
決
し
三

股
に
貫
く
利
讐

る
≧

ば
限
ら
な

い
・
相
績
視
な
く

ミ
も

、
各

人

は
少

く

ぐ・-も
相

綾
財

産

の

}
部

か
其

娯
楽

の
爲

め

に
支
出

す

み
こ

ご
に
傾

き

、
之

に
玉

っ
て

「
様

に
資

本

の
破
壊

が
生

で

ミ

い
ひ

、

日

助

フ
ア
ウ
も
、
偶
然
利
得

ば
通
例
甘
く
得
ら
れ
六
も
の
.乏
し

て
浪
費
さ
み
き

・
い
ふ
て
居

ろ
。

(註

口
内
)
コ
ソ
サ
は

、
國
犀

匡
抑
に
ろ

、
直
木
な
毒
ぴ
生
産
す

る
可
能

ば
、
相
綾
人
の
精
榊
的
及
溢
義
的

の
性
質
、
其

方
僅
及
慣
轡
に
係

っ
て
、
租

の
　

税
の
性
質

に
か
㌧
ら
す
ご
注

意
し
て
居
㌘

の

う①
、資
本
國
外
騒
逐
の
可
能
一

或

は
此
税
あ
れ
は
、
資
本
を
園
外

に
駆
逐
す
ε
の
非
難
も
あ
り
得
ゲ
。
此
も
空

く
無

し
ご
は

い

へ
な

い
し
、
特

に
他

国
に
比

し
飴
り

に
高

い
一し
き
に
は

一
層

起
b
得

る
所

で
は

み
る
が
、
今

日
各

国
共

、
可
な
b
高

き
相

緬
撹
を

も

つ
ご
き
に
、
此

弊

の
生
す

る

ε
い
ふ
恐
は
飴
程

少

い
。
他

よ
り
も
少

々
位

の
割

高

ご

い
ふ
の
な

れ
ば
、
人

々
は
先

づ
在
來

の
住
み
慣

れ
た
國

に
定
佳

し
、
其

に
財
産

を
榿
く

こ
ご
を

以
て
生

法

の

安
易
及
珊
産

の
安

全
の
爲

め
に
選

ぶ

べ
し
・し
す
る

で
あ

ら
う
。

ラ二
相
績

挽

の
長
所

(

マ

ラ伍
努
力
不
抑
制
-

相
続
は
少
く
ε
も
相
綾
人
の
純
箇
人
的
見
地

よ
与
見
れ
ば
・
.一
の
不
弊
牧
得
で
経
済
上
特

19)

20>

21♪

22)
20,
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匪

に
宥
恕
を
要
す
る
も
の
で
な
い
。
之
が
訣
税

の
欝
の
に
、
経
済
止
む
し
ろ
保
護
す

べ
き
の
償
硫
あ
る
努
力
を
撫
寵

す
る
こ
.ご
、
な
ら

兎
傾
が
あ
る
〔証
一
七
)。
此
は
此
撹
の
長
所
で
め
る
。
尤
も
北
枕

の
存
在
が
他
方
に
、
被
相
.績
人

の
努
力
の
結
果
を
課
枕
す

る
の
故
に
、
多
少
其
努
力
を
鈍
ら
す
こ
ご
が
な
い
蓬
は

い
は
ぬ
が
、
其
方
の
辮
綴
は
前

に
い
ふ
如
く
ε
し
て
、
此
が
相
続
人
の
立
場

に
あ
.る
者
の
努
力
を
抑
ゆ
る
こ
ピ
は
少

い
。
此

に
て
も
全
く
な
い
ε

は
い
へ
な
眠
。
彼

が
次
ぎ
の
相
続

に
於
け
る
被
相
綾
人
の
立
場

の
こ
ご
ま
で
誘

へ
て
努
力
の
鈍

る
こ
ε
も
あ
り
得

る
。
併
し
普
通
の
所
得
や
収
益
を
所
得
税
や
収
益
枕
に
て
取
ら

る
＼
場
合
の
如
く
、
現
實

に
於
け
る
自
身

の
努
力

ロ

ド

の

結

果

を

取

ら

る

こ

し
異

る

か

ら

、

其

の

爲

め

に

努

力

を

鏡
.
る

こ

い

ふ

こ

ご

は

見

較

的

に

少
.
い
。.

(駐

一
七
盲

ッ
シ
ヤ
ー
に

、
相
継
税

が
非
常

F
稀

に
、
勢
働
に
よ
り
で
、得
ら
れ
た

ゐ
財
産
増
偵
冷
課
税
す

ろ
こ
い
ふ
導

栴
も
か
、
此
程
ち
勧

め
し
む

蜘

み

こ

い
ふ
て
居

る
。

ン律
管
業
不
干
渉
i

・相
続
税
ば
大
彊
、
普
通
の
所
得
税
や
収
益
税
の
如
く
螢
利
事
業
に
直
接
干
渉
.す

る
こ
ご
少

く
、
年

々
干
渉
す

る
の
で
も
な

く
、
随

ふ
て
特

利
生

活
を
墜
迫
す

る
こ

ε
少

し

ご

い
ふ
長
所
を

も

つ
(註

}
八
)。
勿

.

論
被
相
続
人

の
不

注
意
等

の
爲

め
に
、
相
続

人
が
納

税

の
嬬

め
に
財
産

、
随

ふ
て
鞍
業

の
基
礎

・し
な
る
も

の
を
費

卸

し
螢
業
を

縮
少

し
な
く

て
は

な
ら

訟

こ
琶
も
生
じ
得

る
が
、
其
は
む

し
ろ
至
鵬
土
例
外
を
見

る

こ
ご
が
出

家

る
。

又
其
ば
或

度

ま
で
は
宥
恕
猶
豫

規
定

に
よ
り

て
救
済

さ
れ
得

る
所

で
も
あ

る
(読
一
九
)。

(註

一
八
)
ボ
ン
メ
ル
ス
ハ
イ
ム
ば
、
相
纏
税
に
温
例
、
瞥
利
適
梶
に
干
渉
ぜ
ず
.
障
ふ
て
経
済
生
活
だ
不
瓦
ミ
ぜ
ざ
ろ
の
故
に
目
的
に
通
ふ
ご
い
ふ

て
居
る
。

論

叢
}

粗
縞
　税
の
舞

政
策
観

第
十
六
糧

(第
五
號

=
二
)

七
四
五

24)Roscher,a.a,0.S.435.
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論

叢

相
横
挽
の
縄
濟
疎
篭
観

第

+
六
巻

(第
五
號
.

一
四
)

七
四
六

(註

一
九

　ホ

ル
メ

ル
ス

ハ
イ

ム
に
、
纒
螢
の
縫
績
が
相
纏
境
の
爲
め
困
難

ド
ーぜ
ら
ゐ
㌧
だ
げ
で
ば
、
納
税
猶
豫
及
分
割
支
辨

の
許
興
に
よ
っ
て
救
済

謝

ジ

毬
ら

ろ

㌧

こ
注
意

し

て

居

る
。

第
二
段

相
続
税
の
構
造
に
於
け
る
経
済
政
策
上
の
考
慮

「

.↓
其
消
極
的
考
慮
-

上
記
相
続
税
の
非
難
よ
り
し
て
、
其
構
造

に
つ
き
経
済
上
、
當
然
考
慮

し
な
く
て
は
な
ら

し虹

こ
ε
は
D
其
程
率
を
定

む

る
に

つ
き
相
纏

財
鳶

の
全
額
浸
牧

ご
な
ら

漁
や
う

に
爲
す

こ
ε
、
・勾
及
特

に
日
本

の

(

(

家
督
相
続

の
如

き
主
要

な
相

糟

に
て
は
、
普

通
人
が

普
通

の
注
意

を
以

て
其

一
代
中

に
、
其
所

得
中

の
蓄
積

に
て

彿

ひ
得

る
度

の
税
額
を
極

度

ご
す

る
こ
ざ
で

め

る
、

此

は
上
記

の
説

明
に
よ
り

て
明

か
な

こ
ご
で
電

ね
て
説

一
に

,
及

ぱ

漁
。
た

ゴ
併

し
此

は
軍

に
維
濟
土

の
考
慮

で
あ

ウ
て
、
.別

に
此
挽

に
關

し
て
は
阯
會
政
策

上

の
考

慮

も
め
る

の
で
、
其

ご

の
調

和
を

つ
け

る
に

つ
き
、
其
肚

會
政

策

に
重
き
を
榿
く

の
結
果

こ
し
て
.
右

の
経
済
土

の
考
慮

に

多

少
制
限
を

加
ふ
る
必
要

を
生
す

る
こ
蓬
な

し

ε
は

せ
澱
。
併

し
其

に
し
て
も
経

済
上

よ
り
し

て
の
考

慮
も
亦
相

當

に
顧

み
ら
れ
な
く

て
は
な
ら

の
も

の
で
あ

る
ゆ

う

ラ

ニ
其
積
極
的
考
慮
一

A
威
で
更
ら
に
進
ん
で
積
極
的
に
各
人

の
勤
勉
及
節
約
を
進

め
る
が
如

き
政
策

脅
北
枕
の

(

(

構
造
上
に
考
慮
す

る
な
ら
ば
、
其

に
は
相
続
税
を
固
有
の
相
緬
税
即
ち
相
続
財
産
取
得
税
ご
、
消
産
悦
帥
ち
相
続

財
産
税
で
柔
扮
あ
、
重
し
て
電
ハ後
者

に
於
て
其
財
産
の
塊

の
ヰ
鵡
戴
き
て
被
相
続
人
が
其
先
代
よ
り
綴

示
し
た
偵

26)Hommels1;eim ,eLenda.S,[4,
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憾

ざ

、

筏

自

ら

一
代

に

嬉

し

た

介

ε

を

匝

労

し

ン

前

者

に

後

者

よ

り

も

重

き

牽

を

課

す

る

こ

ざ

、

し

て

ぽ

何

う

か

巴

思

は

る

＼
。

勿

論

、

其

被

相

糟

人

が

其

　
代

に

何

等

増

産

せ

す

、

叉

は

む

し

ろ

減

産

し

た

ε

き

に

は

、

其

人

の

相

纏

財

産

に
は

軍

に

重

き

方

の

率

の

み

を

適

用

す

べ

き

で

あ

る

〔註
二
〇
)
。

(註

二
〇
)
私

の
此
案
に
リ
グ
ナ
ノ
ー
の
案

か
ら
思

ひ
着

い
た
の
で
あ
り
、
之
な
璽

形
し
た
斯
で
あ
る
。

そ
し
て
塗
グ
ナ
ノ
r
の
原
案

ば
左
の
如
く
で

あ
ん
。
即
ち
彼

の
案

ぱ
生
産
努
力
奨
助
の
生
産
政
策
上
の
目
的

ミ
、
富

の
集
積
な
妨
ぐ

ろ
砒
會
政
策
上

の
目
的

こ
か
果
れ
た
も
の
で
-
詳
く

い
ふ

ご
、
生
産
な
抑

19

ろ
ご
運
な
し
に
、

「
代
よ
り
地
代

に
相
綬
ゼ
ら

る
、
富

の
無
限

F
移

ろ
こ
ξ
心
妨
ぐ

ろ
こ
ご
に
よ
げ
て
、
所
得

の

一
暦
人
な

る

も

も

も

し

套
卒
に
導
く
ピ
い
ふ
二
重
の
効
能
か
育

つ
も
の
で
あ
ろ
。
彼
の
圭

π
ろ
考
に
相
続
税
な
時

代
累
進
与

を

ぎ

で
・
相
績

に
よ
り
て
課
税
財
産
が

人
の
手
か
鍵

一9
る
度
数
に
慮
じ
て
税
翠

な
増
加
で
る
の
で
あ

み
。
例
之

、
甲

が
其

自
ら
覆

み
累
ね
た

る
財
産

々
乙
に
残

す
ご
さ
、
原
始
的

の
税

な

其
財
産
の
三
分

「
ざ
す
れ
ば
、
次
ぎ

に
乙
が
其

死
亡

に
際
し
、
中

墨
り

果
た

ろ
財
産
ξ
彼

肉
ら
積
み
た

ろ
財
産
ご
々
丙
に
製
す
ご
吾
に
、
此
場
合

の
醗
は
甲
よ
り
果
た

ろ
財
産
の
三
分
二
な
取
り
、
乙
の
積

か
た
ろ
躰
産

の
三
分

「
た
ミ
る
。
更
ら
に
丙
の
死
亡
に
際
し

て
に
税
は
、
甲
工
り
出
で

顧
る
財
産

の
強

の
全
部
を
ε
り
、
乙
よ
り
出
で
六
る
も
の
＼
三
分
二
な
、
丙
よ
り
積
ま
れ

六
う
も
の

＼
三
分

一
な
ざ
ろ
、
斯
く
て
二
人
の
相
続
老

寿
錐
穴
ろ
後
に
に
、
富
の
集
積

の
全
部
が
國

に
吸
攻

さ
ろ
㌧
こ
ε
・
な

ろ
。
発
も
此
全
部
吸
攻
し
誰
さ
ろ
㌔
ま
で
の
長

さ
11
必
マ
し
も
斯
く

一
概

に
定
め
う
に
及
ば
す
。
實
際

に
ば
其
税
率
及
財
産
の
最
後
の
吸
取
前

に
経
過
す
べ
春
蒔
の
長
さ
に
、
共
謀
穐
國
の
握
濟
及
肚
會
的
状
態

、
及
財
政

鋤

上
の
必
要

に
よ
り
て
愛
化
し
得

う
が
、
大
髄
の
仕
組
11
以
上

の
如
く
で
あ
ろ
。

ラ

ラ

田

光

方

法

に

は

確

か

に

い
経

済

上

の

利

益

が

あ

る

。

之

に

よ

り

現

相

綾

に

於

け

る

被

相

続

人

が

此

事

あ

る

を

豫

(

恕

し

て

、

其

生

存

中

に

一
層

勤

勉

し

節

約

を

寫

す

こ

オ

＼

な

る

。

普

通

の

相

続

挽

で

あ

れ

ば

彼

が

折

角

人

な

る
努

力

を

駕

し

て

相

続

財

産

を

太

く

す

乃

ピ

喝

薦

め

に

全

髄

の

相

続

財

産

が

高

率

を

課

せ

ら

れ

る

の

に

、

此

方

注

に

よ

れ

ば

彼

の

存

生

中

に

増

し

陀

分

は

幾

ら

多

く

な

っ

て

も

、

先

代

よ

b

受

け

た

も

の

ε

匠

別

し

て

軽

卒

を

課

せ

ら

る

論
…

叢

畑
川鰯
楓
硯
の
醤

政
策
柵
観

第
十
占
ハ
血行

〔第
}丑
號

一
五
)

七
円
七

27)RQbin50n,Public丘nan⊂c ,P.86-7.
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、

論

叢

相
緬
枇
の
経
済
政
策
親

第
†
六
奮

〔第
五
號

工
C

七
四
入

る
か
ら

、
彼

の
努
力

甲
斐
が
あ

る
こ

い
ふ

こ
ε

に
な

り
、
且

つ
は

先
代

よ
b
受

け
穴
も

の
に
は
重

き
翠

の
課

せ
ら

れ

る
だ

け
、
後
綴
音

し
多
く
残

さ

ア
ご
思

へ
ば
、
自

ら

一
層
努

力
す
る
必
要

も
あ

る
の
で
、
其
努

力
を
刺
戟

さ
る

、
こ
ε

、
な

る
(註
二
…
)。
此

に
よ
り

て
相
緬

税

が
動

も
す

れ
ば
被

相
纏
人

の
勤
勉
節
約

を
抑

制
す

ご

い
ふ
の
故
黙

を

、
鯨
程
緩

め
る
を
得

る
こ
ε
に
も
な

る
.。

(註
[
;
)
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
、
リ
グ
ナ
/
1
の
案
存
許
し
て
、
新
制
度
の
下
に
は
相
縅
す
る
人
は
役
向
ら
富
海
集
積
す
ろ
こ
ξ
に
一
思
大
な
欲
念
た
有

つ
で
あ
、--
う
o其
ぽ
彼
が
真
前
に
州
継
し
た
ろ
冨
の
小
部
分
の
み
奄
後
綴
巻
に
移
し
得
る
薦
め
に
叉
ば
全
く
其
何
も
の
恥
も
移
し
得
ざ
る
爲
め
に
、

而
も
彼
の
蔑
す
所
の
額
が
全
催
ミ
し
て
彼
の
相
続
財
産
ド
於
け
る
税
率
な
滑
加
し
な
い
爲
め
で
あ
ろ
。
一
1
此
案
の
大
な
利
益
に
、
此
が
既
に
存

石
ず
ろ
富
の
古
音
熱
帯
の
上
に
、
頗
る
重
く
課
せ
ら
れ
、
そ
し
て
所
得
の
現
在
の
不
公
準
孤
樹
癒
す
ろ
の
に
、
此
が
新
し
き
富
の
上
に
ば
軽
く
課

せ
ら
れ
、
矧
勲
…財
産
に
、依
願
す
ろ
可
能
姦
減
す
ろ
こ
ε
に
よ
り
て
、
新
し
き
富
た
欝
積
す
み
二
ε
の
刺
戟
為
或
階
級
の
爲
め
に
増
加
す
る
こ
ご
㌔

的

な
る
事
で
.め
る
ピ
い
ふ
.《
.
、居
る
が
、
其
に
私
の
案
に
も
當
る
。

う佑
併

し
此
案

に
弱
黙

が
な

い
ε
は

い

へ
な

い
。
何

れ
も
相

當
辯
護
は
出

來

る
が
、
兎

に
角
多
少

顧
慮

す

べ
き
も

う

の
は

の

る
.
1
第

】
に
ぽ
此

が
爲

め
に
生
産

政
策
上

に
は
有
利

に
な

っ
て
も
、恰

か
も
其
爲

め

に
醤

の
増

加
を
勧

み

ビ丸

富

の
集
積

を
促

し
て
、
社
命

上
不
都
合

で
は
な

い
か

ε

い
ふ
こ
ε
で
あ

る
。
併

し
此
方

注
に
よ
り

一
代

に
増

し
た

冨

か
じ輕
.課
す

る
ご
.し

て
も
、
別

に
先
代

よ
り
構
.飛
し

た
も

の
を
重
課
す

る

こ
ε
が
あ
り
、
そ
し
て
別

に
文
相

綾
財
産

取

縛
撹

が
あ

っ
て
、大

財
産

に
は
相
當

に
重

い
課
税

が
行

は
れ

や
う

か
ら
、
全
騰

上
大

し
て
富

の
渦

人
な
る
偏

重
ス

憾
集
積
を
比
す
る
寧

、
、
讐

る
ま
い
。
此
艦

の
程
携

選

で
生
す
る
量
産
増
加
は
む
し
ろ
塗
額
上
認
む
べ

28) Robinson,1.c.p.88-g.



'

う

き
も
の
ε
い
ふ
の
が
適
當

駕
め
る
つ
?
或
は
給
付
能
力
の
見
地
よ
り
.
相
繧
財
産
を
二
分
し
て
枇
寧
を
匠
別
中
る

〔

の
は
無
意
味
で
な
い
か
ご
い
ム
非
難
が
起
り
得

ろ
。
郵
何
に
も
相
続
人
よ
り
見
れ
ば
、
共
収
得
す
る
相
秋
財
産
が
先

代
よ
り
來
や
う
が
、
先
々
代
よ
り
出
で
や
う
が
別
に
給
付
能
力
に
差
別
は
な
い
ε
い
は
な
く
て
は
な
ら
諏
。
け
亜

こ
も
此

に
問
題

ε
な

っ
て
居
る
の
は
遺
産
税
で
あ
り
、
此
視
は
形
式
上
.は
柑
纏
人
が
義
務
者
ε
な
る
6
↓
て
も
、

實
は
被
相
縞
入
に
代

っ
て
納
税
せ
し
む
る
趣
旨

の
も
の
で
、
被
相
続
人
が
存
生
中
に
動
も
す
れ
ば
捕
捉
を
見
れ
た

の
を
此
機
會
に
捕
捉
し
ゃ
う
ε
い
ふ
意
味
も
あ
る
。
そ
こ
で
此
彼
相
綾
人
よ
り
見
れ
ば
、
彼
が
先
代
よ
り
無
爲
に

し
て
得
泥
も
の
よ
り
も
.
彼
自
ら
の
努
力
に
よ
り
得

陀
も
の

(勿
論
中
に

一
部
は
、
肚
會
の
力
に
よ
る
分
子
も
あ

る
が
、
少
く
ξ
も

一
部
又
は

一
大
部
は
彼
自
ら
の
力

に
依
る
)
の
方
を

一
層
惜

し
い
ご
考

へ
、
此
よ
り
視
を
出
す

こ
ε
を
彼
よ
り
出
す
盗
り
も

一
層
重
き
苦
痛

ε
感
じ
、
随

ふ
て
此

熊
於
て
は
彼

に
於
け
る
よ
b
も
輕
準
を
課
せ
ら

う

る
、
こ
ご
を
至
當
ご
す
る
能
力
上
の
説
明
は

っ
き
得

る
(註
二
二
)。
3
更

に
家
族
制
の
見
地
よ
り
、
此
課
視
の
結
果

こ
し
て
、
醤
家
た
る
財
産
家

に
於
て
、
新
進

の
家

に
於
け
る
よ
り
も
重
く
課
せ
ら
る
、
こ
ε

、
な
り
、
特
に
態
家

.

に
於
で
無
能
者

相
次
ぐ
が
如
き
場
合

に
は
、
替
家
が
益
々
比
較
的

に
重
く
課
せ
ら
れ
て
其
衰
滅
を
も
來
た
す
。
此

の
如
き
は
家
族
制
の
維
持
上
不
得
策
ご
い
ふ
こ
ε
も

い
ひ
得

る
。
如
何
に
も
替
家
を
出
來

る
だ
け
保
持
す
る
こ
`

が
望
ま
し
く
、
急
劇
に
其
衰
亡
す

る
の
は
避
け
な
く
て
は
な
ら
ぬ
が
、
併
し
其
ま
人
に
無
能
者
相
次
ぐ
場
合
の
如

-
き
、
其
ま
で
も
保
護
す
る
鐸

に
は
往
か
漁
。
能
力
者
が
無
能
者
に
代

っ
て
頭
を
出
す

の
は
避
く

べ
か
ら
ざ
る
こ
`

論

叢

粗
織
挽
の
縄
濟
政
策
親

第
†
六
巻

露

五
號

】
さ

七
四
九



巳

論

叢

相
綾
税
の
縄
濟
政
策
親

第
+
六
巻

(第
五
號

一
入
)

七
五
〇

で
も
あ

り
、
叉
公
李

な

る
こ
ご
で
も

め
り
、
更
ら

に
共

に
よ
り
新

陳
代
謝

し
て
肚
會

に
生
魚
を
與

ふ
る
所

以
で
も

あ

る
。

此
課
挽
注

に
見

る
程
度

の
差
等
課
税

の
鴛

め

に
無
能
者

の
出

た
窩
家

が
多
少

不
利
.ざ
な

る

ε
も

其
は
恕
す

べ
き

こ
ご
で
あ
り
、
又
む

し
ろ
奨

む

べ
き

こ
ご
で
も

あ
る
。

又
見

様

に
よ
り

て
は
、・
聾

家

に
し
て
無
能

者

の
所

の

家

が
山哀

へ
て
も
、
其

は
有

産
者

ご
し
て
衰

へ
だ
ま
で

買
、
名
義

上

の
家

は
矢
張
b
塗
減

し
た
の
で
な
く
、
肚

曾

の

何
露

か
に
存

鞭

し
て
か
る
噂
そ
し

て
無
能
者

の
家

は

蓑

へ
て
も
他
方

に
有

能
者

の
家
が
興

り
、
即
ち
或

特

定
の
家

が
盛

ε
な

り
て
他

の
特
定

の
家
が
衰

へ
、

つ
ま
b
或

特
定

の
家

の

み
が

永
く
常

に
盛

ん
で
は
な

い
こ

い

ふ

だ

け

で
、
肚

會
全
盟

の
家

は
矢

張
り
存

緩

し
共
中

の
何
れ

か
が
繁
榮

し
て
居

る
。
家
族

制
度

は
全
膿

こ
し
て
見
れ
ば
少

し
も
壊

れ
は
せ
撮
。

併
し
所
謂
家
族

制
度
を
降

し
く

い
ふ
人
は
左

様
な

意
味

で
は
な

く
で
、、
特

定

の
古

き
家

の
存

綴

繁

榮
を
期
す

る
の
か
も
知

れ
な

い
。
併

し
其

れ
で

あ

る
ε
今
日

の
時

代
思
潮

か
ら
い

へ
ば
随

分
不
公
午

な
偏
見

で
あ

っ
て
、
感
心

は
出
来

な

い
が
、
併

し
天
真

も

一
箇

の
読

ε
し

て
、
其

に
都

A
旦
良
く
し
ゃ
う

ご
す

る
な
ら

ば
、

私

の
上
記

の
案

で
は

い
け
な

い
。
む

し
ろ
デ
ウ

イ

ソ

ツ
に
出

て
居

る
や

う
な
相
続

増
償
税

の
方

が
適

切

で

あ

る

(善

一三
)。
併

し
其

は
私

の
案

の
如

く

に
経
済
政
策
上

の
目
的

に
は
適

は
な

い
。

そ

こ
で
問
題

は
此

経
済

政
策
上

の

目
的

ピ
、
所

謂
家
族

制

度
上

の
目

的

〔其

に
は
不
公

雫

を
も
件

ふ
が
)
ε
何
れ

か
重

き
こ

い
ふ
こ
ε
で
決
す

る
よ

り
外

は
な

い
こ
ε

、
な

る
。
㈲
夏

蔦
此
裸

視

に
技
術

上

の
面
倒

が

あ
る
。
即
ち
夫

の
差

別
課

税
す

る
に

つ
い
て
の

課

税
標
準

の
計
算

が
多

少
面

倒

で
め

る
(註
二
四
)
け
れ

こ
も
其

ほ
ざ

の
面

倒
は
此

は
何
税

に
限
ら
す

避
く
べ

が
ら
ざ

.



.

下

る
所

で
あ

る
こ
し

て
辛

抱
し
な
く

て
は
な

ら

識
(註
二
五
)
。
特

に
物
儂

の
愛
化

牝
よ

b
て
課

鎗
上

に
疑

問

を

生

ず

る
。

例
之

、
先
代

よ
b
繊

示
し
た

る
財
産

こ

い
ふ
も

、
其

を
財
産

の
内
容
た

る

一
々
の
物
鵬

に
依

る

こ
ご
は
出

来

諏
。
所
詮
貨

幣
.償
値
に

て
計

る

こ
ε

に
な

る
が
、
物

償

が
二

の
相

綾

の
間

に
非
常

に
縢

る
場
合

の
如

き

に
は

、
實

は
先
代
継
承

以
來

一
向

に
増
産

し

な

い
場
合

に
も
、
貨

幣
横
笛

の
上

か

ら

は
増

産

し

た
こ
ε

、
な

っ
て
現

は

る

る
。
之
を
酬
酌
す

る
か
伺
う

か
が

一
の
問

題

で
め
る
。

精
密

に
や

れ
ば
澱

め
物

儂
指
数

を
記
録

し
て
之

に
よ
り

て

斟
酌

す

る
こ
ε

＼
し
な
く

て
は
な
ら

ぬ
が
、
併
し
冥

慮

ま

で
精
密

に
行
は
す
、、
凡

べ
て

一
.切
.、
眠

に
貨
幣
儂
疽

の

標
準

に
の
み
從

ふ
ご
し
て
略
「良

い
。

之
も
視

法
ご
し
て
は
増

償
挽

に
先
例

の
あ

る
所

で
あ

る
。

(駐
=
=
)
リ
グ
ナ
ノ
ー
も
次
の
こ
ピ
海
示
し
て
居
る
,求
人
が
富
た
相
続
し
れ
と
し
て
、
彼
が
彼
自
ら
集
稜
し
た
も
の
に
は
、彼
が
先
代
よ
り
相
緩
し

鋤

た
こ
同
一
額
よ
り
も
一
属
大
な
償
値
た
有
つ
ε
示
し
て
居
ろ
。

(註
二
;

デ
ワ
イ
ッ
ば
、
此
視
に
よ
り
て
、
夫
の
相
綾
稔
(普
遮
の
)が
、
非
常
に
古
き
.時
以
來
相
続
し
棄
つ
た
財
産
々
断
へ
ず
縮
少
す
・・
.いふ
相
織

鋤

脱
の
訣
鮎
が
排
除
ぜ
ら

る
こ
い
ふ
て
居

る

助

〔註
二
四
)
・
ビ
ン
ソ

ン
は
、
此
種
の
新
税
(
リ
グ
ナ

ノ
τ
の
案
)
の
行
政
に
は
確

か
に
大
な

み
技
術
士
の
困
難
め
る
.、
し
ミ
注
意
し
て
居

ろ
。
が
其
は

.

私

の
に
も
當

ろ
。

(註

=
五
〉
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
併
し
更
ら

に
附
記
し
て
居
る
R
[く
、
或
度

ま
で
ば
地
種
に
て
相
綾
財
産

の
最
小
額

層
免
税

ぐ」
す
ろ
こ
ご
に
よ
り
て
此
困
難

が
減
ぜ
ら

る
べ
く
1

地
方

に
は
相
織
財
産

の
塵
理

に
つ
い
て
の
相
綾
人
の
灌
利
が

、
其

不
断
な

ろ
逋
脱
だ
防
ぐ
爲
め
に
、
.嚴
格

に
制
限
さ
れ
且

つ
定
義
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
沿
。
併
t
必
然
此
程
に
、
他

の
大
な

ろ
直
接

税
の
或
も

の
よ
り
し

一
層
多
く
の
困
難

あ
り
ご
考

へ
ろ
明
な
理
由
ぱ
な

渇
レ

ε
論

叢

相
続
税
の
経
済
政
策
観

第
十
⊥
ハ
巻

(第
五
號

一
九
)
.
七
五

【

z9)
30;81
32)

Robinson,1.c.p.88.
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論

叢

相
績
税
の
経
済
政
策
観

覧

十
六
巻

(第

五
號

二
〇
)

七
五
二

結

論

以
上
要
之
、
柑
細
視
に
は
、
糧
濟
上
よ
b
見
て
財
産
元
本
侵
蝕
、
勤
勉
節
約
抑
制
等

の
弱
黙
が
あ
る
が
、
別
に

若
干
の
長
所
も
あ
り
、
そ
し
て
其
弱
黙
も
大
鵠
辯
解
が
出
来
、
特
に
課
税
法
の
構
造

に
よ
り
て
之
を
大
膿
避
く
る

こ
`
が
出
來
る
。

そ
し
て
省
其
上
に
も
之
を
し
て
積
極
的

に
経
濟
の
進
歩

に
貢
献
せ
し
め
や
う
ε
す
る
の
に
は
、

取
得
税
の
外

に
遺
産
税
を
設
け
て
、
此
に
て
被
相
続
人
の
.一
代
に
積

み
た
る
も
の
を
其
先
代
よ
り
受
け
た
る
も
の

よ
り
も
輕
課
す
る
こ
ε
の
試
み
が
適
切
で
あ
ら
う
ご
思
ふ
コ


